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報告の経緯 

【経緯】 
新シーズンの部員数は24年3月現在で13名＋MG6名の19名。OB会として廃止され
たラグビー部のスポーツ推薦制度復活の画策していたが、『当面は断念せざるを得ない』。
今後の部員確保とスポーツ推薦制度復活へ向け大学および現役との連携を模索するよ
う、中山OB会会長から依頼がありました。 
 
 
 【内容】 
強み、課題について 
部員確保への動き 
スポーツ推薦制度に対する大学側の動き 
スポーツ推薦制度復活へのアクション１～３ 
やるべき事 
 
 
 
 



【強み】 
 
 
現役部員のモチベーション 
 
グランドの使用（中山、六角橋） 
 
大学の環境（横浜みなとみらいキャンパス、学部） 
 
社会・地域貢献 （ex.横浜ブルズへのグランド提供） 
 
各地OB 



【課題】 
 
OBと現役の一体感、情報共有。 
 
部員およびスタッフの充実（コーチ、トレーナ、広報・・・） 
 

地域社会貢献を軸とした、持続可能な仕組み構築（安定した活動場所や指導者、
スタッフの発掘）  
 
広く周知するための方法（SNS,高校などへ資料配布、地域社会との繋がり、TV、ラ
ジオなど） 
 
運営費の確保（施設利用、謝礼金、宣伝広告など） 
 
神大体育会本部や 
ラグビー関東学連へ学生役員を派遣するなど、各所への人脈 
 

誰が、何を、どのように？ 
OB、現役で神大ラグビー部を考える 

        



部員確保についての動き 
 
 
高校などへのリクルーティングとスカウティング 
スポーツ推薦以外の推薦制度を利用した神奈川大学入学およびラグビー部入部。 
 
高校ラグビーの現状(二極化)を逆手にとる 
 大学でもラグビーを続けたい高校生の調査・発掘 
 合同チームなどで出場している高校 
   ※KOBELCOカップの出場校 
 全国にいるOBとの連携など 
 ≪女子の受け入れは・・・・(課題)指導者/スタッフ≫ 
 
    トップ選手だけがラグビーを続けるのではない。神大ラグビー部がその受け皿となる。 
 
最低限必要な“情報”と“モノ” 
 ラグビー部の説明（理念、目標、ミッション、活動内容） 
 推薦制度（特にAO）の説明、入学前のフォロー 
 学生生活の説明（キャンパスライフ、学部、履修単位） 
 就職活動、就職フォロー 
 ※活動費用やリクルーティング時の名刺や連絡先 
 
“入口”だけではなく、学生生活～就職まで“出口”のフォローができることが今の潮流。 
  本人、高校教諭、親、関係者が情報共有し『神大ラグビー部に入部しても安心』 
 
 



スポーツ推薦制度に対する大学側の動きについて 
 
【当面、断念せざるを得ない理由】 
24年3月に大学から説明があった『学校法人神奈川大学スポーツ戦略』および『学校
法人神奈川大学アスレチックデパートメント』所管の課外活動団体に関する基本方針
による。 
※後藤部長、松本監督が打ち合わせに出席 
 
 

評価方法・項目を提示され、 
現在のラグビー部の状況では評価点は低い！？ 

 
 
 



大学側へのリアクションについて 
 
～ラグビー部の『スポーツ推薦制度の復活』へ向けて～ 
 
スポーツ推薦制度が適用される11団体（アスレチックデパートメント）への参入を目指し、 
まずは現在のラグビー部の位置を自認するためにも、評価項目に対して『答え』を出す。
足りているところ、足りていないところの認知。そのうえでアクションしていく。 
 
評価項目（抜粋） 
・競技特性 
 学生が学業と課外活動を両立することができる団体 
 学生・OB・教職員のさらなる一体感の醸成に資する団体 
 地域貢献の取り組みなどを継続的に実施できる団体   
   
・運営体制 
  組織体制が確立している 
  強化戦略プランの将来性が明確である 
  強化の計画性、実行性、継続性が明確である 
  専門にサポートできる指導者がいる 
 
 
 



アクション1 

 
 
 
 

学生が学業と課外活動を両立することができる団体 
 ・授業への積極的な出席 
 ・ラグビー部以外の学生との交流 
 ・他部活との交流や応援 
 ・ラグビー部として、大学イベントへの積極的な参加 
 ・体育会本部への学生派遣 
 ・ラグビー関東学連への学生役員の派遣 
 
 
学生・OB・教職員のさらなる一体感の醸成に資する団体 
 ・学生とOBのコミニケーションの場を増やす 
 ・OBのラグビー部イベントへの積極的な参加  
  ・ラグビー部以外の教職員へのPR（ラグビー部の存在を認知） 
 

 
 

以上は、OB・現役のマインドによるところが大きい。 
 
 



アクション2 

 
 
 
 

 
組織体制が確立している。 
 強化戦略プランの将来性が明確である 
 強化活動の計画性、実行性、継続性が明確である 
 専門にサポートできる指導者がいる 
 
 
  ・強化プラン、実行性、継続性 → 何が目的か？『理念』を明確化し、作成 
  ・現役組織図、OB会組織図の作成 ※別途参考資料 
  ・指導体制、専門指導者(JRFU認定コーチなど）、スポットコーチの招聘など。 
 
 
 



アクション3 

 
 
 
 

 
地域貢献の取り組みなどを継続的に実施できる団体 
 ・大学の基本方針や100周年に向けた未来構想にラグビー部の活動を連動させる。 
  ※地域イベントへの参加・繋がり、グランドの提供 
  ※クラブ化、神大ラグビーアカデミーなど(高校生、女子の受け入れ） 
    ≪参考：高校生の複数登録可能(JRFU規定変更)≫ 
                 
           ☆スポーツ推薦制度に頼らない、持続可能な仕組みづくり 

                  神大ラグビーファミリーの形成 
 
 
 



部員確保、SP推薦制度復活で 
       OBおよび現役がやらなければならない事 

1.現役の“学生生活”を充実させる。その環境をOBが整える 
  ・授業出席、大学イベントへの積極的な参加 
  ・グランドや部員の確保 
                                       
2.神大ラグビー部の『理念・目標・ミッション』明確化 
  ・なぜ神大でラグビーをやるのか？ 
 
3.組織図の作成（現役、OB） 
  ・組織体制とその役割(会則)を明確化 
         
4.地域社会への貢献 
  ・地域イベントの参加（清掃、お祭り参加） 
  ・神大ラグビーアカデミーなどの発足（普及・育成、クラブ化） 
  ・スポンサーの獲得 
 
5.OBのラグビー部イベントへの積極的な参加。現役をサポートする。 
  ・練習、試合、合宿、地域活動など 
 
6.活動内容のアウトプット、情報発信。 
  ・SNSや地元TV、ラジオ 
 
7.運営費の確保 

 
 



【キーワード】 
 
部員、指導者、スタッフ、グランドの確保 
 
理念、目標、ミッション 
 
組織、役割 
 
コミニケーション 
 
情報発信 
 
持続、継続性 
 
地域社会貢献 
 
普及、育成 


